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　奈良高専技術支援室では，平成 22 年度の公開講座として中学生のための「ものづくりプロジェクト体験」を実
施した．この講座は，技術支援室が単独で企画した初めての公開講座であり，構想・計画・準備に 3年間を費やし，
従来のものづくり講座とは一味違った独創的な内容で実施することができた．

1. はじめに

　これまで技術支援室は，本校ならびに各学科（本科 5
学科と一般科）が企画・実施する出前授業や公開講座な
ど（以下，各種イベントとする）に支援業務として参画・
協力を行ってきたが，技術支援室ならびに技術職員の企
画による各種イベントはおこなわれていなかった．そこ
で，平成 20 年度から技術職員が企画する各種イベント
を模索してきた結果 1,2)，図 1 に示すように平成 22 年度
の公開講座として実施することができた 3-5)．ここでは，
独創的な公開講座の開発過程と成果，それに伴う活動が
奈良高専の広報へ貢献したことについて報告をおこな
う．

2. 独創的な公開講座の開発

2.1 ものづくりプロジェクト体験の提案
　平成 20 年度の活動では，学内で実施されている公開
講座の受講生（小・中学生）とその保護者に対し「興味
ある技術」と「希望する公開講座」についてアンケート
調査をおこなった．また学外においては，科学技術に関
する教育普及活動をおこなっている科学館や，それらに
関連する施設での資料収集をおこなった．これらの結果
から，展示物の見学や講演の聴講より，具体的な作業を
おこなう「ものづくり」への期待が大きいことが分かっ
た．また，小中学生を対象とした「ものづくり」におい
ては興味を持たせること・考えさせること・作業そのも
のを楽しませることが大切であるにも関わらず，それを

上手く伝えきれていないという現状（改善点）も確認さ
れた．そこで『ものづくり』『考える』『技術への好奇心』
をキーワードに「組立て→完成」で完結する「ものづく
り」ではなく「構想 , 発想したものを形にするまでの工
程・過程 （＝ものづくりプロジェクト）」を経験させる
ことに着目した「ものづくりプロジェクト体験（図 2）」
を提案することができた．

図 1 平成 22 年度公開講座の案内
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◎「ものづくりプロジェクト体験」の基本コンセプト
　① 技術支援室の組織としての特色を活かし「専門分野
（技術）間の連携」に重点を置いた内容とする．

　② 異なる専門講習を受けた受講生による「ものづくり」
のための ｢プロジェクトチーム｣ を編成する．

　③ チームメンバーが互いの受講内容を生かし同一テー
マの製作に挑戦，創意工夫により他のチームよりも
より優れた製品を創ることを目指す．

　④ これら一連の過程から工業製品は，多くの専門分野
の集合体であり，それぞれの技術が相互に関連して
いることを学ばせる．

2.2 公開講座へ向けた準備活動
　平成 21 年度は「ものづくりプロジェクト体験」の実
施に向けた準備活動をおこないながら，内容の詳細や開
催日程などを決定した．

2.2.1 企画提案プレゼンテーション
　「製作する製品の選定」ならびに「専門講習等につい
て吟味する」ことを目的とした，技術職員による「企画
提案プレゼンテーション」をおこない 10 個のテーマが
提出された．この活動より製作テーマを「尺取虫型ロボッ
ト（図 3）」とし，製作に必要な知識は 5つの専門分野
に分けて講習をおこなうこととした ．

2.2.2 科学の祭典への出展
　青少年のための科学の祭典 2009・奈良大会へ「エコ
ロジー」をキーワードに 3テーマを出展，企画から出展
までのシミュレーションをおこなった．また，体験者へ
のアンケート調査や体験中の反応を観察するなど ｢もの
づくりプロジェクト体験｣ を踏まえたリサーチも同時に
おこなった．本取組では体験者の 88% から「とても楽
しかった」あるいは「楽しかった」という回答が得られ
たことから「ものづくりプロジェクト体験」へ向けて効
果的な内容を提示できたものと考えられる．この活動よ
り「ものづくりプロジェクト体験」の受講対象者は中学
生とし，公開講座 2日間の日程でおこなうこととした．

2.2.3 開催日程と講座内容
　以上の活動で決定した内容を元に「専門講習用テキス
ト」や「ロボット製作用のオリジナル部品」の製作をお
こなうと同時に，試作会ならびにプレ競技会を数回重ね
「競技ルールや製品の評価方法（図 4）」等の詳細を決定，
次のような日程と内容で実施することとした．

①実施日時
　　1日目
　　　平成 22 年７月 21 日（水）9:30 ～ 15:30
　　2日目
　　　平成 22 年７月 22 日（木）9:30 ～ 15:30

図 2 「ものづくりプロジェクト体験」イメージ

図 4 競技ルール詳細

図 3 尺取虫型ロボット試作品
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②受講対象者
　　　中学生（3年生を優先）とし募集定員は 20 名
　　（1チーム 5名で編成）
③受講内容
　◎　 技術職員が作成する専門講習用テキストの内容

は，機構，モータ，システム・センサー，プログ
ラム，エネルギーの 5分野とする．受講生は 5分
野の専門講習の内から1分野だけを受講する．（テ
キストには全ての分野が記載されているので受講
していない分野の内容は自学自習することができ
る．）

　◎　 受講後，講習分野の異なる 5人で尺取虫型ロボッ
ト製作チームを編成し互いに習得した知識を持ち
寄り与えられたルールに沿ってロボット製作のア
イデアをまとめる．

　◎　 製作チームは，アイデアが反映された尺取虫型ロ
ボットを完成させる．

　◎　 製作チーム毎に製作発表をおこない相互に比較，
評価して広く知識を習得できるようにする．

2.3 公開講座の実施
　平成 22 年度は，受講希望者の中から 18 名の中学生が
参加した公開講座を実施した．受講生達は，各自が専門
講習で得た知識を活発に交換しながら競技ルールを考慮
した「尺取虫型ロボット」製作のためのアイデアをまと
め，製作をおこない，テスト走行を重ね「構想，発想し
たものを形にするまでの工程・過程」を体験しながら，
全てのチームで製品を完成させることができた（図 5）．

3. 広報活動への貢献

3.1 科学の祭典 2009 の報道
　本校を会場として実施された「科学の祭典 2009・奈
良大会」は新聞記事注1) やテレビの情報番組注2) で紹介さ
れた．そのなかで技術支援室の出展した ｢自転車発電機

で家電を動かそう！｣ が大きく取り上げられて報道され
た．

3.2 公開講座の報道
　中学生のための「ものづくりプロジェクト体験」では，
報道機関注3- 注 5) からの取材が多数あった．

図 5本講座で製作した尺取虫型ロボット ( 中央を除く )

図 6 科学の祭典 2009 に関する報道記事

図 7 公開講座新聞記事

注 1）　2009/11/8　産経新聞朝刊（奈良版）に掲載（図 6）
注 2）　 2009/11/10　KCN ケーブル TV「パラナビ」で

放送

注 3）　2010/7/23 産経新聞朝刊（奈良版）に掲載
注 4）　2010/7/24 奈良新聞朝刊に掲載
注 5）　2010/7/30 毎日新聞朝刊（奈良版）に掲載（図 7）
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　そのなかでは，従来のものづくり講座との違いについ
て詳しく説明されているほか参加者の「考えながらつく
るのは楽しい」などのコメントも紹介されており，その
関心の高さを感じることができた .  

4. おわりに

　技術職員の提案に始まった，技術支援室が開発した「も
のづくりプロジェクト体験」を実施した結果，概略以下
の結論を得た．
　① 先に提案した「ものづくりプロジェクト体験」の基

本コンセプトに即した内容の公開講座を実現するこ
とができ一応の成果を得ることができた . また，も
のづくりプロジェクトの製作チームは講習分野の異
なる 5人で編成されており同じ条件にも関わらず，
機構や制御方法など完成したロボットの仕様は様々
であったことから，自由な発想によるロボット製作
を体験させる効果について確認することができた．

　② 科学の祭典 2009 奈良大会や公開講座の様子は新聞
やテレビの情報番組に取り上げられることが多く奈
良高専の広報活動にも貢献できたものと考えられ
る．

　③ アンケート調査の結果，特に「高専に入学する場合
どの学科を希望しますか」について受講前後の意識
変化を調査したところ図 8-1 のようになり，受講前
後で「入学を希望する学科が変わったか」について
は 6割の受講生に変化があった ( 図 8-2)．

これは，今回の「ものづくりプロジェクト体験」を通じ
て受講生らに学科選択の新たな見方を提案することがで
き，本校を受験する際に大いに役立つ情報を提供できた
ものと考える．
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図 8-2 公開講座アンケート結果

図 8-1 公開講座アンケート結果


